
 
 
2006 年 2 月にスタートした一小校区まちづ
くり協議会は、今年発足 18 年を迎えます。 
（前身の一小コミュニティは1995 年 12 月発足） 

発足当時から、まち協の活動に寄り添って発
行を続けてきた広報紙も、今回で 50 号の節
目を迎えました。振り返ると、まち協（地域）
の活動の歴史がギュッと詰まっています。 

これまでの広報紙は、 

「宝塚市みんなのまちづくり協議会」ポータルサイト内「宝塚

第一小学校区まちづくり協議会資料ページ」でご覧いただけ

ます。 

https://takarazuka-community.jp/document-issyou/ 

また、活動の最新情報は一小まち協ブログをぜひ見てくださ

い。 https://takarazuka-community.jp/issyou/ 

（ブログからも広報紙を見ることができます。） 

 

表題の「みんないっしょ ずぅ～っといっしょ」は、
みんなで手を携えて、ずっとこの地域で安心し
て暮らし続けたい、そんなまちづくり活動をし
て行こう！との思いでつけられました。 
これからも皆さんといっしょにこの活動を進

めていきたいと思います。今後ともご協力よろ
しくお願いします。 

2／18（土）19（日）の 2 日間、宝梅ハウ

スを宝梅中学校の生徒の皆さんに試験前の自

習室として利用していただきました。初めての

試みですが、昨年末に学校を通じて生徒会から

ご要望があり実現に至りました。予想以上に多

くの生徒さんが来館されました。 

今後も中間・期末テスト前の週末には宝梅ハ

ウスを自習室として利用していただく予定で

す。一小まち協のプロジェクトに「中・高生の

地域での活動の場と居場所づくり」を掲げてい

ます。若い世代の皆さんとの関わり、繋がりの

機会を作ってまいります。 
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2／19(日) 一小校区防災訓練『地域を知ろう！防災まち歩き』を
実施しました。 
今年度、地区防災委員会では校区内を 4つのブロックに分け、各
地域の白地図に住民の一時避難場所(安全ゾーン)や防災倉庫、避難
ルート等を書き込む作業をしてきました。 
訓練当日、その地図を持って各ブロックから避難ルートを検証
する防災まち歩きを実施しました。地震の時は通れない恐れの
ある道、支援物資を受け入れる場所が見つからない等、様々な
課題が明らかになりました。今後、この地図をデジタル化し
て、校区の皆さんが共有できるようにし、課題解決に繋げるツ
ールにしたいと思っています。 

1／30（月）一小の４年生に向けて児童防災を開催しました。 

毛布で担架を作るブースでは、自分達の体重ほどの重さの人形を

4 人で運びました。担任の先生を運ぶ場面では、みんな大興奮！ 

毛布で担架が作れることにも驚いたようです。 

火災現場からの避難を想定した煙道通過訓練では、煙が充満し

たテントの中にひとりずつ入り、真剣かつ楽しみながら体験でき

ていました。テントの隙間から煙が漏れないようにまち協のスタ

ッフも前日から試行錯誤して設営しました！宝塚消防署による救

命講習と防災講話にも児童達は真剣に取り組んでいました。 

教頭先生からは「こんな訓練をしている地域はなかなか無い！」 

と絶賛していただき、育友会・消防・まちづくり協議会が一体

となって訓練を実施することができました。 

【寄せ植え講習会】 
11／25（金）阪上先生をお招きし、 

2 部に分けて寄せ植え講習会を開催しました。 

28 名の参加者がクリスマスからお正月にかけての寄せ植え

を実施。花材も多く華やかな作品が仕上がりました。会場がス

トックの甘い香りに包まれ、和やかなひと時となりました。 

【ゴミに関する知識を深めよう！】 

2／21（火）、24（金）の 2 日間、宝塚市クリーンセンターの方を講師

に私たちの生活に欠かせないゴミ出しについての勉強会を実施しました。 

自治会からごみゼロ推進員の方を中心に 25 名の方が参加されました。 

知っているようで知らない情報や課題解決のため各自治会に持ち帰ってい

ただく内容も多くあり、充実した勉強会となりました。 

12／10（土）Z 世代の中高生が宝塚市の未来を語るイベン
トが宝塚市中央公民館で開催され、宝梅中、光ガ丘中、宝塚中
の生徒や高校生など 15 人が参加しました。この催しは一小校
区まちづくり計画に基づき、中高生の居場所づくりを推進する
ために立ち上げた「宝塚温泉まつり実行委員会」が、中高生と
ともに祭りを開催し、まちづくりを体感し語り合う場として企
画したものです。 

3 つの中学校から「温泉まつりを Z 世代に広げる発信方法」、「〈ナゾの湯のまち宝塚〉
（宝塚大使・細川貂々作）の活用法」「武庫川花火大会の再開」が提案されました。 
花火大会復活の同級生アンケートをまとめたプレゼンに、コメンテーターの温泉旅
館組合の小早川さんから、エールが送られました。 



 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月１回（原則第 2金曜日）一小宝梅ハウスで 

未就園児の親子を対象に子育てサロンを開催して

います。季節ごとの歳時遊び（節分豆まき・ひな祭）

や子育ての情報交換をする楽しい集まりです。 

どうぞお気軽にご参加ください。 

 

“改めてボランティア活動を考える”講演会に４３人が参加！ 
12／5（日）、一小視聴覚室で、ボランティア活動の第一人者の早瀬昇さん

〔（社福）大阪ボランティア協会理事長〕をお招きして講演会&ワークショップを

開催しました。校区内の住民、NPO関係者、 

民生児童委員、社協など 43名が参加。 

前半は「市民参加型のボランティア」をテーマに基

調講演、後半はグループに分かれ「ボランティア活動

の悩みや課題」について意見交換を行いました。 

質問では「自治会運営の現状、有償ボランティ

アの可否、無償の市民参加の意義」など日頃の

“そもそも的な疑問”に対し、早瀬さんは、“ボ

ランティア現場のあるある事例”を引きながら

ユーモアを交え回答され、会場は終始笑顔に包

まれました。 

参加者からは「今後の自治会活動の参考にな

った」「自分がどういう気持ちで活動していくか

考える機会になった」などの感想が寄せられま

した。 

宝梅ハウスは一小まち協の拠点と

してたくさんの方にご利用いただい

ています。 

いきいき百歳体操、ふれあいサロ

ン、習字教室、会議やまち協行事など

様々なイベントに活用されています。 

今後不定期ではありますが「中・高

校生向け居場所づくり」の一環として

宝梅ハウスを定期考査前等の自習室

に開放していきたいと考えています。 

また水曜日のくつろぎカフェに

合わせて阪急百貨店のスイーツ

移動販売も実施予定です。「こむ

の事業所」による新鮮野菜の販売

も継続中です。 

様々な活動を通して皆様に親し

まれる施設として地域とつなが

っていきたいと思います。 

一小はこの 10年、児童数 1100人以上
で推移する大規模校であり、14 年間仮設
校舎で児童を受け入れてきました。 
２年後、校区に阪急宝塚南口駅前のタワ
ーマンション２棟の住民を迎え、児童数が
1200人に近くなると予想されます。 
おりしも35人学級が全学年に適用される
ことになり、教室不足は必至の状況に陥っ
ています。児童たちはコロナ禍でトイレや
運動場の使用に制限を余儀なくされてき
ました。 
そこで「第一小学校教育環境適正化検討
委員会」を立ち上げ、2／7に第 1回委員
会を開催しました。委員は「地域代表」「保
護者代表」「関係諸団体」「学校関係者」の
24名です。 
一小のより良い教育環境のために話し合
う場として継続してまいります。 



新しく教室やサークル活動をお考えの方は是非宝梅

ハウスにご相談ください。 

コピー機、印刷機、ラミネートも備えています。 

お問い合わせはお電話で 

月曜～土曜日（祝日は除く） 

10 時～12 時 担当者在室 

問合せ 

０７９７－５７－９０６０ 
 

スリッパは用意していません。必要な場合はご持参ください。 

   

宝梅ハウス利用料金表  (2023／4／1～) 

集

会

室 

利
用
時
間
帯 

Ａ 9時～12時 
利用時間帯は 

ご相談に応じます 
Ｂ 13時～16時 

Ｃ 17時～20時 

１ 階  

（８～１０名） 
５００円 利用月により 

冷暖房費を１００円

加算させて頂きま

す 
２ 階 

（２４～４０名） 
１，０００円 

印

刷

機 

マ ス タ ー （原 紙） １００円 /１枚 

片 面 

（白 紙） 

Ａ ４ ・ Ｂ ４  ３円 /１枚 

Ａ ３ ５円 /１枚 

両 面 

（白 紙） 

Ａ ４ ・ Ｂ ４ ４円 /１枚 

Ａ ３ ６円 /１枚 

コ
ピ

ー

機 

白 

黒 
片

面 
Ｂ５・Ｂ４・Ａ４・Ａ３ １０円 /１枚 

両

面 
Ｂ５・Ｂ４・Ａ４・Ａ３ ２０円 /１枚 

カ
ラ
ー 

片

面 
Ｂ５・Ｂ４・Ａ４・Ａ３ ５０円 /１枚 

両

面 
Ｂ５・Ｂ４・Ａ４・Ａ３ １００円 /１枚 

ラ ミ ネ ー ト 加 工 
Ａ ４ ２５円 /１枚 

Ａ ３ ３５円 /１枚 

プロジェクター 
ハウス内利用 ２００円 

持ち出し（2泊 3日） １，０００円 

 

ご家庭では余っている食品・食べきれない食品を持ち寄り、 

それを必要としている方や団体に寄付する取り組みです。 

宝梅ハウスでは食品回収 BOXの設置協力をしています。 
〔ボックス設置時間：月～土(祝日を除く)10時～12時〕 

受付できる食品 

・常温保存が可能なもの・未開封のもの 

・賞味期限が 1か月以上あるもの 

受付できない食品 

・冷凍・冷蔵食品・アルコール類（みりん・料理酒は除く） 

・賞味期限が明記されていないもの・手作り品 

皆さんも俳句を 
作ってみませんか? 

以下の兼題で俳句を作り、書式は問い
ませんので住所と氏名を記入のうえ、 
5 月末までに宝梅ハウスへ投函してく
ださい。〔郵送・FAＸでの応募も可 

 表紙右上の連絡先まで〕 

投句の中から入選句を選び、次号の 
俳句コーナーに掲載させていただきます。 

今回はお題は自由です。過去に詠まれた句でもＯＫ！ 
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202３年度 

一小まち協 定期総会のご案内 

5 月 １４日（日） 

１０:００～１２:００ 

一小 視聴覚室 

どなたでも傍聴できます。 

12／3（土）防災座学
「私たちにできること」
を甲子園大学で開催しま
した。 
当日は、看護師で災害派遣医療チームの芝理仁
さんから、簡易トリアージ表を使って、助け出さ 

れた方の重症度を判断する方法
を教えて頂きました。 
実際に住民が怪我の状態を判
断することは難しいと思います
が、知識を身につけて、少しで
も助け合える地域を目指したい
と思います。 

1／16 午後 5 時から宝塚大橋南

詰西側「生」モニュメント前で宝

塚「生の祈り 2023」が開催され

ました。今年で未曾有の大震災か

ら 28 年目を迎えます。 

市民や関係者の皆さん約 200 名が震災犠牲者追悼

セレモニーに参加されました。震災発生時刻 12 時

間前の午後 5 時 46 分に参加者全員で黙祷をして

追悼の歌とトランペットで祈りを捧げました。      

12 月初旬の石積みなど追

悼セレモニーの準備には関西

学院大学本郷ゼミの学生さん

をはじめ、大勢の市民の皆さ

んの協力がありました。 
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